葛南少年野球連盟　抽選会および監督会議
	【日時】
	2024/1/20 (土) 17:00~
	【場所】
	新井ふれあい会館

	【配布資料】
	・葛南少年野球連盟　2023年度収支決算報告書
・2023年度　葛南少年野球連盟　収入支出明細書



Ⅰ　2023年度の決算報告
[bookmark: _GoBack]　・45周年記念事業とサヨナラ大会の開催時期を12月に変更したことにより年度内に２回開催
したことに伴い、例年に比べて次期繰越が少なくなっている。
・50周年記念事業での皆さんの負担を軽減できるように30万程度を残すようにしてきたが、上記に
より2023年度は割り込んだ。少なくとも30万円を維持し出来れば少しでも上乗せしていきたい。
・収入支出明細書に一部誤記がある。
誤）トラバース杯低学年＠3000×21チーム　正）トラバース杯低学年＠5000×21チーム
・決算報告書の説明を実施し、出席者の全員挙手により承認された。

Ⅱ　トラバース社への年始挨拶
・1/19に社長との会食があり、トラバース杯（カップ）贈呈のお願いをした。
（葛南の方々も家を建てる際には地盤調査などを依頼してもらえないかとの話もあった。）
・土曜日はトラバース野球部がトラバース球場で練習をするような話があった。そうなればグラウン
ドの割り当てが少なくなることが予想される。
割り当てられた際のグラウンドを開けないようにしてもらうことが重要である。
・トラバース杯の3/2,9の開会式はどなたが出席されるかは未定。
・協賛金は協賛２社＋ライオンズクラブからであり、チーム数も減っているため、協賛金なしでは
この先の運営は難しくなる。

Ⅲ　抽選会および監督会議
・春季大会の抽選を高学年、低学年の順に実施し、選手宣誓は富浜バッファローズの上田主将に決定。
・大会要項の説明と要覧にある注意事項の説明
　ー　市川少年野球連盟では高学年は4回均等回終了で試合が成立となる。
ー　ネクストバッターボックスでは、投球練習に合わせた素振りは行わない。
　　→市川ではネクストでの素振りはさせないようになっている。
ー　ベンチでは言動（暴言やヤジなど）に注意すること。
ー　投手が投球動作に入った際には大きな声を出して邪魔をしないこと
→この件は県連でも問題となっており、低学年は大人がコーチャーボックスに入れない
ことになる可能性がある。
・低学年の試合には継続試合はなく、再試合となること。（高学年は4回前が継続試合となる。）
・シート時のマウンド利用については1/20審判部会で話し合われて次回の理事会で検討される。
・監督、コーチ不在時の対応について、29,28が監督を代行することや30以外(29,28)の代行
　を葛南連盟の大会のみ認める

Ⅳ　その他
・1/21 アナウンス勉強会
・1/27-28葛南独自の審判講習会
市川審判部もお手伝いをいただくので、チーム付や葛南審判部も参加して手伝いと勉強をする。
モデル選手は土曜日43人、日曜日37人の予定
ノッカーはブロック選抜の監督コーチや協力いただける方にお願いしたい。
（土曜日は富美浜の金城監督が担当予定。）
審判講習受講者が土曜日１０人、日曜日４人となっており、再度チーム内で確認してもらいたい。
日曜日の人数が少なく開催するかどうかも検討する必要がある。
・1/27の中学体験会の出席人数について報告を忘れずにして欲しい。
・2/10スポハラ講習会
  2023/5に実施されたスポハラ講習会の参加者登録は登録料500円が必要になる見込み。
→1/20県理事会で決定するとのこと。
・1/27の総会で南ブロックの議事録署名者として南行徳少年野球クラブの徳田代表にお願いしたい。
・2/18はベースボールフェスタがあるが、葛南大会もあるので大会を優先した調整をお願いしたい。
・ノーブルカップの予選は5/19,25,26を予定している。
市川夏季、日報杯などが前倒しになっており、7月はトラバースの決勝トーナメントも実施するため。
・AEDが届いたため、1/27の審判講習会から利用を開始する。
連盟は法人格がないため、茂木理事長個人の契約となるため、毎月の支払は個人の口座から行って、
決算報告には支払い状況を明細として提出することになる。
明日1/21に保険契約についても対面で契約を実施する。
・協賛金については、事業を行っている方々から協力を得るためには開会式に人を集めるなどして、
協賛企業の紹介をするなど、見栄えを良くするなど考える必要がある。（チームからの意見）
・葛南OBから小口の募金を募るなどアイデアがあれば皆さんからも協力をいただきたい。
・全日本学童の大会に出場するためには野球ねっとへの登録が必要になる。
1/27の総会で説明がある予定だが、チーム900円、個人50円などお金がかかる話になる。
以上
